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企業が置かれる環境の変化はめまぐるしく、過去の経験や実績を基にした従来の業務はその効率性や信頼性を失いつつあ
ります。この現状を受け、多くの企業ではデータやAIなどのテクノロジーを活用してDXを推進し競争力の強化を図る動きが
加速しています。DX推進のひとつとして、業務効率や生産性向上を目的としたAIの導入を進める企業が増える一方で、長期
的なDX推進の計画をもとにAI導入を進めている例は少なく、ビジネス課題の解決に至っていない事案が散見されます。
アビームコンサルティングは、独自のAI/データ利活用に関する方法論やデータアナリティクスの豊富な知見を用いて、DXを
通じて実現したい企業のビジネス課題の特定、目指す姿に向けたAI利活用のロードマップの策定、検証、実現を支援します。

AI/データ利活用に関する独自の方法論やAIモデル作成のテンプレートを
用いてDX推進に向けたビジネス課題の特定、目指す姿に向けた
ロードマップの策定を支援

DX推進に向けた
AI/データ利活用戦略策定サービス

経営企画部門におけるビジネス課題とAI/データを駆使した課題解決手段の明確化
DXの第一歩目は、組織内でのDXの目的を踏まえたビジネス課題の設定です。しかしながら、そもそも目的(ビジネス課題)が明確に特定/言語化され
ていなかったり、目先の業務効率向上などを目的に導入したAIやデータの利活用方法やその適用範囲の拡大計画が定まっていないことが原因で、DX
の推進が進まないケースが散見されます。DXの推進を円滑かつ効果的に実現するためには、解決すべきビジネス課題を特定し、実現性の高い解決手
段を定義した「AI/データ利活用戦略」を策定することが重要です。

AI/Data Utilization Strategic Planning Service

ABeam AI/データ利活用戦略策定サービスの概要
アビームコンサルティングは、DXを推進するための課題の特定や課題に基づくAI利活用の戦略策定・実行までのプロセスを包括的に支援します。
具体的には、 当社がこれまで培ってきたAI/データ利活用の方法論を用いて、ビジネス課題の特定・課題解決のために必要な分析テーマ/スコープを
決定し、AI/データ利活用のあるべき姿に向けたロードマップを策定します。ロードマップ策定後はPoCによる仮説検証を繰り返し行い、アクションプラン
の策定/実施まで一気通貫で支援します。

手段

目的（ビジネス課題）
明確 明確でない

●　ありたい姿は見えているが、
リソース不足(データ・技術・人材等)により、実現できていない

●　AIを導入しているが精度が足りず、効果が出ていない

意欲先行型1
●　データやAIを活用しており、さらに展開したいがビジネス観点
　での使用目的が特定できていない

技術・手段先行型3

●　ビジネスの課題が見えているが、具体的な手段が不明
課題先行型2

●　経営計画などの達成に向け、何か実施すべきだと考えているが
　目的に落とし込めていない
●　新技術の適用を検討しているが、技術の内容が不十分

暗中模索型4

明確

明確
でない

●   課題抽出を目的とした調査 ●   課題の特定 ●   目指す姿に向けた
   ロードマップ策定

●   PoC対象の仮説設定 ●   分析結果をもとに具体的な
アクションプランの策定/支援●   分析テーマと分析スコープ

 の決定
●   データの収集/分析
●   PoC範囲の効果検証 ●   業務改善やツール構築支援 

現状調査 ビジネス課題
の特定 ロードマップ策定 PoC

(仮説設定～検証)
アクションプラン
策定/実施支援

課題の一例

戦略
●  経営層によるデータ活用推進
●  データ活用戦略の策定

●  アセスメント
   AI/データ利活用の
   到達段階を評価

●  ロードマップ策定
   -目指すべき姿の定義
   -適切な対策検討・提案

STEP1 STEP2 STEP3 ToBe

サービスのアプローチ（例）

AI/データ利活用における重要観点 AIやデータに関する方法論（例：ロードマップ策定）

PDCA

ビジネス

戦略

組織/人材

データ 教育/育成

ビジネス
●  成功事例の創出
●  PoCによる検証

組織/人材
●  組織文化の醸成
●  AI/データ活用部門の設置

教育/育成
●  AI/データ人材育成方針策定
●  データサイエンティスト研修

データ
●  社内データ整備
●  社外データ整備
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アビームコンサルティングは、 AI/データ利活用の知識に加え、業界、職種、サービスに関する豊富な知見と独自に保有する方法論や分析プラットフォーム、
AIモデル作成のテンプレートを活かし、企業・組織のDX推進にむけた、実現性のあるAI/データ利活用戦略の策定～実行までを支援します。

ABeam AI/データ利活用戦略策定サービスの強み

■目的：自社戦略やニーズに沿った新サービス開発や業務効率化のためのAI利活用の推進
■当社の支援内容：•社内でのAI利活用状況や市場の動向やトレンドを調査し、経営計画や業務ニーズに沿った戦略を策定
　　　　　　　　　•AI利活用推進体制の整備
　　　　　　　　　•アナリティクスラボを活用しAI導入の期間を短縮
■効果：品質の高いAIサービスを短期間（約6か月）で導入したことで高い投資対効果を実現

ABeam AI/データ利活用戦略策定サービスの活用事例　① AI利活用戦略策定

■目的：企業活動の見える化や新規ビジネス開拓へのデータ利活用
■当社の支援内容：• 企業のあるべき将来像とデータ利活用のロードマップの策定
　　　　　　　　　• データ統合基盤の導入やデータガバナンス態勢の構築、分析人材の教育等への施策立案
　　　　　　　　　• 目的達成がスピーディに行えるよう各種施策の実行支援
■効果：データ利活用体制及び基盤の構築を短期間(約1年間)で達成でき、社会貢献度の拡大及び収益拡大、事業創出を実現

ABeam AI/データ利活用戦略策定サービスの活用事例　②データビジネスプロジェクト支援

長年培ってきた豊富な業界知見や実績とAI/データ利活用の方法論を活用し、インダストリー
コンサルタント×プロセスコンサルタント×AI専門コンサルタントがAI/データを利活用する
戦略策定を迅速かつ柔軟に支援することが可能。

幅広い領域での
豊富な実績と方法論

戦略作成~実行まで踏み込んだ豊富なコンサルティング経験・ノウハウにより、戦略策定だけ
ではなく、AI/データ活用全般（PoC・アクションプラン策定と実行 等）も含めた、実現性を担保
した総合支援が可能。

戦略策定から実行までを
一気通貫で支援

独自の分析プラットフォームであるアナリティクスラボと定型的なプロジェクトドキュメントや
AIモデル作成のテンプレートを用いてPoCを実施することで、環境構築やモデル作成にかかる
工数を減らし、意思決定プロセスの高速化を促進。

独自の分析プラット
フォームとテンプレート

教育機関との共同研究や国内外の学会発表をはじめとして、常に最新のシステム・デジタル技術
に関する情報収集・活用推進を行っているため、クライアントの課題解決に向けた幅広い
選択肢を提案・実行支援を行うことが可能。

最新技術への
取り組み・事例

• 社内でのAI利活用状況を調査 • AI利活用状況の整理や、
AI利活用ToBeの設計、
ToBe実現までのロードマップ
の策定

• 策定した戦略に基づいたAI導入の
推進、評価、見直し• 先進的な企業でのAI導入に

おける取組事例の収集 • MLOpsを活用した効果的で
スムーズな実運用の実現• 国内外のAI規制やAI倫理に

関するトレンドや業界動向を
整理し、今後の動向について考察

• AI利活用に係る組織体制の構築
• AI利活用に係る組織体制図、
職務分掌の作成
• AI運用において必要な人材の
育成、スキルセットの定義 • AI利活用における投資対効果

の分析

Step.1
現状調査

Step.2
AI活用戦略策定

Step.3
推進体制整備

Step.4
AI導入

●プラットフォームビジネス創出

●他業種・多領域への活動拡大

●お客様の強みを軸にした新規ビジネス創出

活動の土台

データビジネスに
必要な環境の整備

データ統合基盤の導入

データガバナンス
体制の構築

分析人材の教育

社会貢献

収益拡大

事業創出
事業外領域
事業領域

事業領域と事業外領域の連携


